
日本高専学会　2022 年度　第２回理事会　議事録

日　時　　2022 年 8 月 30 日（火） 15 時 00 分～17 時 15 分
場　所　　鹿児島高専
出席者(予定)：会長　山下哲（木更津高専）
理事　宇野宏司（神戸高専）、粳間由幸（米子高専）、江原史朗(宇部高専)、北野健一(大阪公大高専)、
鈴木昌一(鈴鹿高専)、土井智晴（大阪公大高専）、坂東将光（近大高専）
欠席者　神田佳一（明石高専）、南部幸久（有明高専）、松本高志（阿南高専）

１．事務局
(1) 学会誌掲載論文の修正について

学会誌に掲載された論文に対し、掲載後に著者から修正の希望があった場合についてどのように対
応するか議論した。J-STAGE の編集基準を参考に、国際的な標準に合わせて修正を認めることとした。
修正に関する審議は、論文審査委員を加えた臨時理事会（オンライン）で意見交換を行い、最終的にどうす
るかは理事会で決めることとした。

(2) 学会誌複製に関する問い合わせ
株式会社サンメディアより、日本高専学会誌、年会講演会講演論文集の複製に関する許諾の問い

合わせがあり、理事で意見交換を行った。学会誌の論文特集号を WEB 化した直後であることからもう
しばらく様子を見てはどうかという意見があり、回答期限の 9 月 30 日までに同意を得ることは困難と
判断し、現時点での許諾は見合わせることとした。

(3) 顧問について
顧問の深川先生が退会を希望された。会員以外でも理事会の要請で顧問にできることを確認した。
深川先生については退会を希望された理由を考慮し、顧問を外れて頂くこととした。今後、顧問をやめた

いなどの申し出があったら、都度、理事会で審議する。

２．学会誌編集委員会
　学会誌 27 巻 4 号は「情報通信技術を活用した高専教育」を特集テーマに、10 月末に冊子体で発
行予定であることが報告された。28 巻 2 号以降の特集記事については、次回の理事会での審議を予
定している。

３．論文審査委員会
　令和 5 年 1 月号に掲載決定の論文が 5 編、現在、査読中の論文が 2 編と報告があった。

４．表彰選考委員会　
　2021 年度活動奨励賞の審査結果の報告があった。第 28 回年会講演会での表彰者、受賞講演者
の確認を行った。

５．企画委員会
2024 年(令和6年)の年会開催を函館高専に打診した旨の報告があった。
2023 年度 研究助成制度 申請書提出期限を 1 月 6日（金）必着とし、1 月に審査し、2 月の理事会

に諮りたい旨の提案があり、了承された。

６．財務委員会  
現在の出金状況について報告があった。5/21～8/25 の入退会に関する報告があった。
新しく導入したバザールバザールによる会員管理システムの状況について報告があった。
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７．役員選考委員会　
　今年度は役員選挙を実施する予定であることを確認した。詳細は次回の理事会で審議する。

８．年会実行委員会
　第 28 回年会講演会について、発表件数、参加予定者数について報告があった。当日の進行につい
て担当の確認を行った。

９．広報委員会　
学会ホームページの活動奨励賞のページについて、2021 年度は活動奨励賞と活動奨励賞・特別
賞の違いが分かるように記載することを確認した。

2


